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3 バイオマスの活用の現状と目標 

3.1 現状 

3.1.1 廃棄物系バイオマス 

(1) 家畜ふん尿 

廃棄物系バイオマスでは、基幹産業である酪農から発生する家畜ふん尿が最も多く、

バイオマス発生量全体の約6割を占めています。家畜ふん尿は全量が利用されており、

堆肥に変換されるほか、町内 4 箇所の BGP ではメタン発酵処理後、消化液として農地

還元されています。 

 

(2) 養殖ホタテ付着物 

養殖ホタテ付着物等の水産廃棄物は、平成 30(2018)年度の排出量 3,746t 全量が「八

雲町バイオマス利活用施設」で肥料化されています。 

 

(3) 汚泥 

下水汚泥、し尿・浄化槽汚泥及び集落排水汚泥は、本町と隣の長万部町で構成する、

山越郡衛生処理組合の「うちうらクリーンセンター」で処理するほか、一部が「八雲

町バイオマス利活用施設」で堆肥化されています。同センターは、平成 6(1994)年に

稼働開始して以降、設備などの老朽化が進んだため、各町に下水処理場内にし尿・浄

化槽汚泥の受け入れ施設を新設する計画です(2020 年度の供用開始予定)。 

 

(4) 食品残渣 

食品加工残渣は、「八雲町バイオマス利活用施設」で肥料化されており、家庭系生

ゴミと事業系厨芥類は一部が同施設で肥料化されるほかは、渡島廃棄物処理広域連合

の「クリーンおしま」(北斗市)で焼却処理されています。 

 

3.1.2 木質系バイオマス 

林地残材と切捨間伐材は、集荷・運搬のコストが大きく、ほぼ利用されていません。

国産材製材廃材と外材製材廃材は、製紙原料や家畜の敷料として利用されています。

建築廃材と新増築廃材は、破砕後資源として販売されています。 
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表 3-1 地域のバイオマス賦存量及び現在の利用状況 

 

出典：乳用牛、肉用牛の賦存量は八雲町役場調べ(平成 30 年度)、その他の賦存量は、平成 29 年 3 月

八雲町再生可能エネルギー導入促進ビジョンより。利用量は、八雲町役場調べ 

炭素換算量は平成 24 年都道府県・市町村バイオマス活用推進計画作成の手引(農林水産省)より 

変換・処理方法と利用・販売は、平成 20 年八雲町バイオマスタウン構想または八雲町役場調べ 

------------------------------------------------------------------------------------------ 

賦 存 量：利用の可否に関わらず 1年間に発生、排出される量で、理論的に求められる潜在的な量 

利 用 量：賦存量のうち、バイオマス事業化戦略で示された技術を用いて既に利用している量 

湿 潤 量：バイオマスが発生、排出された時点の水分を含んだ現物の状態での重量 

炭素換算量：バイオマスに含まれる元素としての炭素の重量で、バイオマスの湿潤量から水分量を差

し引いた乾物量に炭素割合を乗じた重量 
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3.2 利活用目標 

令和 10 年(2028)年度に達成を図るべき利用量についての目標及び数値を次表のと

おり設定します。 

 

表 3-2 バイオマス利用目標 

種類 バイオマス 利用目標 

廃棄物系 

バイオマス 

全般 ・家畜ふん尿は BGP による処理を目指します。 

家畜ふん尿 ・現在、大部分の家畜ふん尿が堆肥として利用されていますが、

エネルギー資源としての有効利用や環境保全の観点から、BGP

処理を促進します。 

・町内賦存量の約 17％を BGP で処理します。 

・現在、BGP 事業への参加を見合わせている酪農家へも引き続き

情報提供や啓蒙活動を行います。 

汚泥 ・汚泥は肥料及びセメント原料としての利用を推進することに

より、100％を目指します。 

食品残渣 ・食品加工残渣は肥料としての利用を推進することにより、42％

を維持します。 

・家庭系生ゴミと事業系厨芥類は、回収率を向上させ、堆肥とし

ての利用を推進します。 

木質系 

バイオマス 

全般 ・現在の利用方法を継続するとともに、町内での利用率の向上を

検討します。 

森林系 ・現在の利用方法を継続します 

農業系 ・現状の耕畜連携による堆肥としての利用を継続して推進し、利

用率 100％を維持します。 

製材系 ・畜産の敷料及び製紙原料としての利用を推進することにより、

利用率 100％を維持します。 

廃材系 ・破砕後、資源としての利用を推進することにより、利用率 100％

を維持します。 

造園系 ・現状の堆肥としての利用を継続して推進します。 
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表 3-3 計画期間終了時(令和 10 年度)のバイオマス利用量(率)の達成目標 
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4 バイオマスの活用に関する取組内容 

4.1 目標達成に向けた取組方針 

4.1.1 近代酪農発祥の地「八雲町」の持続的発展 

本町の基幹産業である酪農は、後継者不足により離農が続き、経営戸数が減少して

います。近代酪農発祥の地「八雲町」を持続的に発展させていくために、担い手確保

を図ることが重要です。そのため、町、農協、酪農家が協力して、道南初の研修牧場

の建設を進めています。 

 

4.1.2 BGP プロジェクトによる家畜ふん尿の高度利用 

本町に賦存するバイオマスのうち、最も多いのは家畜ふん尿です。家畜ふん尿は主

に堆肥として 100％再利用されているものの、乳用牛増頭による堆肥舎の容量不足や

農家負担が増大傾向にあるなど課題が残っています。また、酪農の持続的な発展のた

めには、担い手の育成や良質な自給飼料生産、飼養規模の拡大・飼養管理の改善が課

題となっています。 

本事業化プロジェクトでは、研修牧場を中心とする BGP プロジェクトを推進するこ

とにより、これら酪農の課題を解決するとともに、前述の「目指すべき将来像」の実

現を図ります。 

 

 

  

・酪農経営戸数の減少 

・堆肥舎の容量不足 

・経営規模の拡大 

・飼養管理の改善 

・自給飼料の生産 

・研修牧場による 

酪農の担い手育成 

・BGP プロジェクト

による家畜ふん尿

高度利用 

近代酪農発祥の地 

八雲町の持続的発展 
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図 4-1 BGP と参加農家の位置 
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4.2 取組項目及び工程 

4.2.1 取組項目 

研修牧場を中心とした BGP 事業を展開することにより、「自然環境に配慮した循環

型農業の確立」や「再生可能エネルギーを活用した産業の振興」など、「目指すべき将

来像」の実現を推進します。研修牧場 BGP 以外は、発電出力が 50kW 未満となり、北

海道電力への低圧での系統連系の可能性が高くなります。研修牧場は発電出力が

190kW 規模となりますが、高圧での系統連系が困難な場合は、電気・熱を自家利用し、

園芸施設等への販売も検討します。 

表 4-1 BGP プロジェクト 

プロジェクト概要 

事業概要 

・家畜ふん尿を適切に処理する BGP 事業とします。 

・農家からふん尿を収集します。 

・BGP で発電する電力は低圧連系により、北海道電力に売電します。 

・消化液を農家の圃場に散布します。 

・再生敷料を農家に販売します。 

・高圧での系統連系が困難な場合は、電気・熱を自家利用し、園芸施設等への

販売も検討します。 

事業主体 

①研修牧場 BGP プロジェクト 

研修牧場では「株式会社青年舎」が事業主体となり、研修牧場と近隣農家(2

戸)から排出される家畜ふん尿を原料とした、BGP 事業(ふん尿収集、バイオガ

ス発電、消化液散布、再生敷料販売など)に取り組みます。 

②山崎・熱田・浜松 BGP プロジェクト 

参加農家が事業主体として利用組合等を組織し、BGP 事業を推進します。 

計画区域 

研修牧場：北海道二海郡八雲町上八雲 

山  崎：北海道二海郡八雲町山崎 

熱  田：北海道二海郡八雲町熱田 

浜  松：北海道二海郡八雲町浜松 

原料調達計画 

経産牛換算で最も頭数が多いのは研修牧場のプラントで、原料量は 1 日当

たり 41.49t、年間 15,143t とプロジェクト全体の半量以上を占めます。 

BGP 全体では、1日当たり 79.31t/日、年間 28,948t です。 

表 原料投入量と発電量 

項 目 単 位 研修牧場 山 崎 熱 田 浜 松 

戸 数 戸 3 4 4 3 

ふん尿量 
t/日 41.49 13.98 11.10 12.75 

t/年 15,143 5,101 4,052 4,652 

経産牛換算 頭 638 215 171 196 

バイオガス生産量 ㎥/日 1,730 583 463 531 

発電機出力 kW 190 50 50 50 

発電量 
kWh/日 3,664 1,021 811 931 

kWh/年 1,337,447 372,631 295,866 339,846 
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施設整備計画 

令和 2(2020)年 7 月に BGP の 1 号機を上八雲地区の研修牧場に建設を開始

します。他の 3 地区のプラントについては、各地域の取組状況や希望を考慮

し、優先順位を決め、今後 5年を目処に順次建設を進める予定です。 

 

研修牧場：638 頭規模(発電出力 190kW) 

山  崎：215 頭規模(発電出力 50kW) 

熱  田：171 頭規模(発電出力 50kW) 

浜  松：196 頭規模(発電出力 50kW) 

 

製品・エネルギ

ー利用計画 

それぞれの BGP で見込まれる売電量及び売電収入は下表のとおりです。 

山崎、熱田及び浜松の各プラントは、FIT 制度を利用して売電します。研修

牧場において高圧での系統連系が困難な場合は、以下のいずれかを行う予定

です。いずれの場合も自家消費分を収入に換算することとします。 

 

①低圧相当分を FIT 制度を利用して売電。残りの電気・熱を自家利用とする。 

②売電は行わず全量を自家利用と園芸施設等への販売とする。 

 

表 売電量と売電収入 

項 目 単 位 研修牧場 山 崎 熱 田 浜 松 

発電量 
kWh/日 3,664 1,021 811 931 

kWh/年 1,337,447 372,631 295,866 339,846 

売電量 

(余剰電力) 

kWh/日 3,298 919 730 838 

kWh/年 1,203,702 335,368 266,279 305,861 

売電単価 円/kWh 39 39 39 39 

売電収入 千円/年 46,944 13,079 10,385 11,929 

 

 本プロジェクトにより創出される産業は、以下のとおりです。 

 

(1) 家畜ふん尿収集業 

原料となる各農家の家畜ふん尿を回収し、BGP まで運びます。 

(2) 売電業 

家畜ふん尿を BGP で処理し、生産したバイオガスで発電し、FIT 制度を利用

して売電します。研修牧場 BGP で売電を行わない場合は、園芸施設等への熱

販売も検討します。 

(3) 消化液散布業 

BGP で生産される消化液については、各プラント貯留槽から散布車(スラリ

ータンカー又はスラリーローリー)を用いて、各農家の圃場へ散布します。 

(4) 再生敷料販売業 

BGP へ投入する家畜ふん尿に混在する敷料は、メタン発酵処理後の消化液を

固液分離し、固形分を再生敷料として農家へ販売します。 
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事業費 

「平成 30 年度八雲町地域バイオマス産業化推進事業設計調査業務」より、

各 BGP の概算建設費の総額は以下のとおりです。 

 

研修牧場(638 頭規模)：540,521 千円 

山  崎(215 頭規模)：188,975 千円 

熱  田(171 頭規模)：162,453 千円 

浜  松(196 頭規模)：177,558 千円 

 

主要な施設及び設備は以下のとおりです。BGP にはトラックスケールは設け

ず、原料の投入量は、各農家から申告される牛の頭数より算出することとしま

す。これにより、建設コストを削減します。 

 

・原料槽 

・発酵槽 

・貯留槽 

・25kW 発電機×2台(山崎、熱田及び浜松) 

・190kW 発電機×1台(研修牧場) 

・固液分離ストックヤード 

・再生敷料切り返し施設  

年度別実施 

計画 

令和 2(2020)年 7 月に、BGP の 1 号機を上八雲地区の研修牧場に建設しま

す。他の 3地区のプラントについては、各地域の取組状況や希望を考慮し、優

先順位を決め、今後 5年を目処に順次建設を進める予定です。 

 

研修牧場 BGP 

令和元(2019)年 7 月 ：バイオマス産業都市構想の策定 

令和 2(2020)年 1 月  ：北海道電力への接続検討申込 

令和 2(2020)年 1 月  ：研修牧場 BGP 整備事業実施計画及び調査・実施設計の

策定 

令和 2(2020)年 7 月  ：研修牧場 BGP 工事着工 

令和 2(2020)年 12 月 ：北海道電力との接続契約締結 

令和 2(2020)年 12 月 ：北海道経産局への事業計画認定申込 

令和 3(2021)年 4 月  ：研修牧場の営農開始 

令和 3(2021)年 12 月 ：研修牧場 BGP 立上運転 

令和 4(2022)年 4 月  ：研修牧場 BGP 本格稼働 

 

山崎・熱田・浜松 BGP 

令和元(2019)〜4(2022)年 ：農家説明会など地域の合意形成に向けた事業の

実施 

令和 5(2023)年以降  ：優先順位確定後、順次 BGP の建設開始 

令和 10(2028)年     ：BGP の整備完了  
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事業収支計画

(内部収益率

(IRR)を含む。) 

本事業により想定される、各 BGP の事業収支(内部収益率(IRR)を含む)の合

計を下表に示します。 

ただし、本事業収支は FIT 制度を利用した場合の売電収入、及びプラント

建設費の補助率を 6分の 1とした場合のものです。研修牧場 BGP において FIT

制度を活用しない場合は、補助率の有利なバイオマス支援施策等を利用して、

売電の減収分をカバーします。 

 

表 運営収支 

 

(1) 収 入 

・ふん尿処理費：経産牛 1頭当たり 18,121 円/年 

・売 電   ：FIT 制度を利用し、39 円/kWh で売電 

・消化液販売 ：生産量合計 33,638t/年で、50 円/t で販売 

・消化液散布代：経産牛 1頭当たり 14,861 円/年 

・再生敷料販売：生産量 1,882t/年で、4,000 円/t で販売 

 

(2) 支 出 

・プラント償却費：プラント建設費のうち、1/6 は補助金を利用し、5/6 は自

己負担、償却期間を 20 年とする  

・維持管理費  ：既存プラントにおける維持管理費の実績より 14 千円/頭・

年 

・ふん尿輸送費 ：収入のふん尿処理費と同額とする 

・消化液散布費 ：収入の消化液散布代と同額とする 

・管理者の人件費：研修牧場 BGP は牧場管理者と兼ねるため、0.5 名とする。

山崎、熱田及び浜松 BGP は農家自身が管理を行うため、人

件費は掛からない。 

・消費電力(原料槽)：発電量の 5％を北海道電力から 20 円/kWh で購入する 

 

 以上より、内部収益率(IRR)は、研修牧場 1.7％(13 年目)、山崎 1.7％(16 年

目)、熱田 1.4％(17 年目)、浜松 1.3％(16 年目)、プラント 4基合計では 14 年

目で 1.2％となります。 
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令和元年度に具体化する取組 

・バイオマス産業都市構想の策定 

研修牧場 BGP プロジェクト 

・北海道電力への接続検討申込 

・BGP 整備事業実施計画及び調査・実施設計の策定 

５年以内に具体化する取組 

研修牧場 BGP プロジェクト 

・研修牧場 BGP 工事着工 

・北海道電力との接続契約締結 

・北海道経産局への事業計画認定申込 

・研修牧場の営農開始 

・研修牧場 BGP 立上運転、本格稼働 

・電気、熱の販売及び自家利用 

・消化液の散布と利用 

・再生敷料の生産と販売 

山崎・熱田・浜松 BGP プロジェクト 

・農家説明会など地域の合意形成に向けた事業の実施 

・優先順位確定後、順次 BGP の建設開始 

１０年以内に具体化する取組 

山崎・熱田・浜松 BGP プロジェクト 

・BGP の整備完了 

効果と課題 

効果 

①自然環境に配慮した循環型農業の確立 

・消化液による良質な粗飼料の生産 

・化学肥料の使用を必要最小限とするクリーン農業の推進 

・再生敷料の活用による酪農コストの削減 

②再生可能エネルギーを活用した産業の振興 

・エネルギーの自家利用、電力販売、余剰熱販売、園芸施設等での熱利用 

・地域内の資金循環による地域経済の活性化 

・BGP 視察の誘致 

③雇用の創出と雇用環境の向上 

・産業の振興による新たな雇用の創出 

・飼養規模の拡大により増大する家畜ふん尿処理の負担軽減 

・家畜ふん尿収集業、消化液運搬業の創出 

④市街地及び集落の環境整備 

・北海道新幹線新八雲(仮称)駅の開業に向けた臭気低減、周辺環境整備 

・家畜ふん尿の適正処理による河川、海の汚染防止 

・大気中へのメタンガス放出の抑制による地球温暖化の抑制 

⑤防災体制の強化 

・長期停電時における搾乳作業体制の確保 

・災害発生時における避難所等へのエネルギー供給 

・太陽光、小水力等を組み合わせた自立・分散型エネルギー供給体制の強化 

課題 

・資金調達 

・原料収集運搬及びプラント管理者の人員確保 

・効率的なふん尿と消化液の収集運搬 

・余剰熱の有効利用方法 
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4.2.2 取組工程 

本計画における事業化プロジェクトの取組工程を図 4-2 に示します。 

本工程は、社会情勢等も考慮しながら、進捗状況や取組による効果等を確認、把握

し、必要に応じて変更や修正等、最適化を図ります。 

令和元年度はバイオマス産業都市構想を策定し、北海道電力へ接続契約申込を行い

ます。また、地域バイオマス産業化整備事業への申請を行い、研修牧場 BGP の実施設

計を行います。令和 2 年度に研修牧場 BGP 工事を着工し、令和 4年度からの本格稼働

及び消化液・再生敷料の販売開始を目指すとともに、余剰熱の利用方法について調査

を開始します。 

原則として、5 年後の令和 5 年度を目途に中間評価を行い、計画の見直しを行いま

す。 

 

 

図 4-2 本計画の取組工程 
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